
長野県豊丘村 布川 俊輔 農業・林業

【年 齢】
45歳

【出身地】
神奈川県厚木市

【転出元】
神奈川県厚木市

【前 職】
会社員

【活動時期】
R４．４ ～ R6．３

（1 年目）

独立して経営者として事業を行いたいと考え、幾つかの
職業を調べる中で、未知の領域ではありますが、栽培技術
や環境予測、土壌管理など多岐にわたる深い知識と経験が
必要な農業という職業に興味を惹かれるようになりました。
ただ、知識も経験もない状態だったため、それらのサポー
トがしっかりと受けられる南信州地域でのプログラムがあ
る事を就農フェアで教えて頂き応募しました。

【メディア等の取材連絡先】
（メールアドレス） teiju@vill.nagano-toyooka.lg.jp 
（電話番号）0265-34-2520

【活動の様子を発信しているSNS・ブログなど】
https://shuunou.minamishinshuu.net/

きゅうりの研修がひと段落しつつあり、市田柿の加工研修
がこれから始まる為、また新しい技術や知識をしっかりと
習得したい。活動2年目では実際の就農を常に意識しなが
ら1年目に学んだことを活かせるよう活動する。
任期終了後は活動地域である豊丘村で農地を借りさせて

頂き、地域に貢献できるよう農業も含めて努力したい。

協力隊に応募したきっかけ

今後の抱負・任期後の目標

連絡先

活動内容基本情報

●活動内容 農業研修での様子

農業を本格的に取り組ませて頂いたのは初めて。
とても奥が深く、指導マネージャーの長年の経験と
知識、知恵を一つでも多く習得出来るよう意識して
日々活動しております。
この地域で直ぐ収入に繋がる、夏秋きゅうりの栽

培と、市田柿の栽培・加工を学んでおります。夏の
暑さなど体力的に大変な時期もありますが、体も大
切な資本と考え体調管理にも気を付けております。
一年先輩の研修生、自分と同じ５期生、同じ農業

を目指す仲間との繋がりからも学ぶことがたくさん
あります。
また、JAの方々が親身になって相談に乗って頂き、

多くの情報を得させていただきながら農業を学んで
おります。行政からも住宅、生活面でのサポートを
いただき令和６年春の就農に向けて頑張っておりま
す。
写真上は、この春、畑を起こしている様子。ぎこ

ちなさが見えます。（笑）下は、南信州特産の市田
柿を吊るしております。柿の時期は忙しいですが、
渋柿が美味しくなる過程を楽しみながら学んでおり
ます。
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